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磯
驚
 

鵬
 

人口と世帯 

棚
帰
沢
た
め
池
 

緑
豊
か
な
五
所
川
原
 ノ、  

五
月
十
日
、
堺
野
沢
た
め
池
で
毎
年
恒
例
の
市
民
植
樹

祭
が
行
わ
れ
、
オ
オ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
七
＋
八
本
植

栽
し
ま
し
た
。
 

今
年
で
十
八
回
目

と
な
っ
た
植
樹
祭
で
は
、

五
所
川
原

東
小
、
長
橋
小
の
緑
の
少
年
団
員
な
ど
が
参
加
し
、
成
田

市
長
か
ら

「
今
日
、
植
え
る
木
が
大
樹
と
な
り
、
み
ん
な

に
安
ら
ぎ
と
う
る
お
い
を
与
え
る
緑
豊
か
な
五
所
川
原
を

つ
く
り
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
、
そ
の
後
、
参
加
者
は

植
穴
に
二

m
ほ
ど
の
苗
木
を

一
本
一
本
て
い
ね
い
に
植
え

て
い
ま
し
た
。
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ト
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
未
来
の
ね
ぷ
た
師
 

I 学校の校訓は誠。誠の心は真心。この 

「心から「豊かな思いやり」と「遅しい意谷

三が生まれます。豊かな思いは平和ノ＼(2M 

1 遅しい意欲は進歩の原動力です。 

五所川原小学校は、128年前の明治6年五所

川原尋常小学校として創立。 

当時は、殿様時代の年貢米を容れる「お倉」 

〔現在の又上呉服店〕の中に教員が2名、生徒

数は約100名と伝えられています。 

その後、男子部校（五所川原尋常高等小学校） 

と女子部校（五所川原女子尋常小学校）に分か

れました。戦時体制下には国民学校と名前を変

えましたが、昭和19年の大火の際、女子部校が

焼失、これを機会に男女一緒にして、高等科は

北辰国民学校、初等科は五所川原国民学校にな

りました。 

終戦後の昭和22年に北辰国民学校は五所川原

中学校に五所川原国民学校は五所川原小学校に

なりました。 

そして、昭和35年頃には驚くことに職員数60 

名、在籍児童数はゆうに2,500人を超えパンク

寸前のマンモス状態になりました。 

そのため平和博覧会跡に第3校舎を作りまし

た。これが、現在の南小学校です。その後、昭

和63年に現在の校舎が新宮字岡田に新築移転さ

れ今日に至っています。 
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介
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五所川原小学校のおいたち 現
在
、
市
内
に
は
小
学
校
が
十
五
校
 
第

一
回
目
は
、
創
立
百
二
十
八
年
と

あ
り
ま
す
。
各
小
学
校
は
独
自
の
教
育
 
本

市
で

一
番
歴
史
の
古
い
五
所
川
原
小

方
針
で
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。
 
学
校
を
紹
介
し
ま
す
。
 

広
報
で
は
今
回
か
ら
独
特
な
指
導
方
 
同

校
は
、
今
年
の
夏
ま
つ
り
に
参
加

針
や
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
先
生
、
生
徒
、
 
す
る
た
め
に
立
候
武
多
を
製
作
し
て
い
 

P
T
A
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
今
後
の
 

ま
す
。
 

教
育
の
あ
り
方
、
問
題
点
を
探
っ
て
み
 
製

作
者
は
、
六
年
生
百
二
人
。
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

手
作
り
立
侯
武
多
の
題
名
は
「
五
小
 

お
お
ぞ

ら
 

竜
大
天
へ
」
 
で
、竜
が
天
に
昇
る
よ
う

に
五
小
の
子
ど
も
た
ち
が
勢
い
よ
く
世

界
に
羽
ば
た
け
る
よ
う
に
と
願
い
を
込

め
製
作
し
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
は
、
立
侵
武
多
を
作
り

な
が
ら
今
や
遅
し
と
ま
つ
り
が
来
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
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おおぞら 

▲手作り立倭武多「五小竜大天へ」 

いくミ告／ノ’ 
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騒
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ゆ
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い
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繁 舞
 

一麟
鴛
立
 

意貿勲遣論hョ商に刊鷲 

▲子どもたちは様々な角度から調べました 

立
倭
武
多
を

作
っ
た
い
き

さ
つ
 

昨
年
、
国
の
教
育
課
程
審
議
会
は
、
 

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
地
域
の
人
の
そ
の
道
に
長

け
て
い
る
技
能
、
技
術
な
ど
を
通
し
、
 

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
な
ど
 「
生
きる

力
」
を
育
て
る
た
め
、
創
設
さ
れ
た
時

間
で
す
。
 

三
年
か
ら
六
年
の
子
ど
も
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
総
合
的
な
学
習
の
課
題
を
探
し

昨
年
の
夏
休
み
か
ら
学
習
し
て
き
ま
し

た
 当

時
の
五
年
生
は
、
立
侵
武
多
作
り

を
目
標
に
青
森
ね
ぶ
た
、
弘
前
ね
ぷ
た
、
 

五
所
川
原
立
侵
武
多
の
違
い
を
調
べ
、
 

夏
休
み
の
自
由
研
究
で
調
べ
た
こ
と
を

発
表
、
模
造
紙
に
ま
と
め
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
十
月
に
立
侯
武
多
製
作
者
 
 

の
三
上
真
輝
さ
ん
か
ら
ね
ぷ
た
づ
く
り

の
作
業
手
順
、
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
 

み
ん
な
で
思
い
思
い
に
題
材
を
考
え

投
票
を
し
た
結
果
、
六
年
二
組
の
小
田

桐
知
穂
さ
ん
（
写
真
）の
「
五
小
竜
大
天

へ
」
が
題
材
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

「五
小
が
竜
み
た
い
に
天
高
く
昇
っ

て
す
ご
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
思

い
を
込
め
て
描
き
ま
し
た
」
と
知
穂
さ

ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
ペ
コ
ち
ゃ
ん
や
ペ
ガ
サ
ス
、
 
 

天
狗
、
ジ
ャ
ビ
ッ
ト
く
ん
、
り
ん
ご
娘

な
ど
も
脇
役
で
登
場
す
る
そ
う
で
す
。
 

自
由
気
ま
ま
に
学
び
創
作
す
る
姿
は

私
た
ち
が
忘
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
を

思
い
出
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
 

製
作
は
、
学
校
の
食
堂
が
行
わ
れ
、
 

な
れ
な
い
手
つ
き
で
針
金
か
ら
少
し
づ

つ
形
を
作
り
、
紙
を
張
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
子
ど
も
た
ち
に
製
作
の
感
想
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。
 

外
崎
 
舞

さ
ん
「
紙
を
き
れ
い
に
貼

る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
」
 

菊
地
明
日
香
さ
ん
「
台
座
を
作
っ
て
い

ま
す
。
人
に
見
ら
れ
る
大
事
な
と
こ

ろ
な
の
で
て
い
ね
い
に
や
っ
て
い
ま

す
」
 

平
山
 
哲
圭
く
ん
「
僕
は
、
プ
ラ
モ
デ

ル
を
作
っ
て
い
る
け
ど
、
ね
ぷ
た
は

説
明
書
が
な
い
の
で
難
し
い
。
ま
た
、
 

笛
も
練
習
し
た
い
な
」
 

小
野
 
寛
史
く
ん
「
群
馬
県
草
津
か
ら

今
年
、
引
越
し
し
て
き
ま
し
た
。
立

候
武
多
は
、
毎
年
見
て
い
る
よ
。
群

馬
県
で
は
噴
火
太
鼓
を
習
っ
て
き
た

の
で
太
鼓
は
得
意
だ
よ
。
祭
り
で
は

太
鼓
も
た
た
き
た
い
な
」
 

井
上
 
流
星
く
ん
「
竜
の
手
を
作
っ
て

い
ま
す
。
針
金
で
枠
を
作
る
の
が
難

し
い
」
 

荒
谷
 
孝
雄
く
ん
 
「つ
の
を
作
っ
て
い

る
け
ど
予
想
ど
お
り
に
い
か
な
い
ね
。
 

難
し
い
な
」
 

雲
漢
を
書
い
た
新
谷
隼
く
ん
「
一
生
懸

命
に
書
き
ま
し
た
。
で
き
ば
え
は
、
 

ふ
ふ
ふ
」
 

六
年
一
組
川
浪
久
和
先
生
「
骨
組
み
が

出
来
て
形
が
で
き
て
く
る
と
み
ん
な

の
意
欲
が
さ
ら
に
出
て
き
ま
し
た
。
 

一
つ
の
こ
と
を
根
気
強
く
最
後
ま
で

が
ん
ば
る
子
ど
も
に
な
っ
て
欲
し
い
」
 

担
当
の
斎
藤
真
弓
先
生
は
、
「せ
っ

か
く
作
っ
た
立
侵
武
多
だ
か
ら
六
年
生

だ
け
で
な
く
全
校
の
生
徒
が
父
兄
同
伴

で
出
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
 

ま
た
、
学
校
環
境
委
員
会
、
保
健
環

境
委
員
会
、
広
報
部
会
、
地
域
部
会
と
 

P
T
A活
動
も
盛
ん
で
す
。
 

P
T
A
会
長
鈴
木
潤
さ
ん
は
、
「
（子

校
敷
地
内
の
用
水
路
の
柵
が
老
朽
化
に

加
え
、
近
年
の
大
雪
で
危
険
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
で
今
年
は
、
P
T
Aで

柵
の
撤
去
の
労
力
奉
仕
を
行
い
ま
す
の

で
地
域
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
 

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
い
か
に
大
切

か
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

最
後
に
加
藤
俊
一
校
長
は
「先
生
と
 

P
T
Aの
信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
現

在
の
五
小
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
の

役
目
は
子
ど
も
の
い
い
と
こ
ろ
を
み
つ

け
て
伸
ば
し
て
や
る
こ
と
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
立
侵
武
多
の
製
作

の
事
を
聞
く
と
「
経
費
も
関
係
す
る
が

五
小
e
六
年
生
に
な
る
と
ね
ぷ
た
が
作

れ
る
ん
だ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

に
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う
。
 

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
五
小

学
区
の
町
内
会
で
の
立
侯
武
多
出
陣
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
 
と

将
来
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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自
然
に
親
し

み
 

収
穫
の
喜
び
を
 

市
民
農
園

開
園
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
林業
科

し
き
し
ま
住
民
協
議
会
環
境部
会

五
所
川

原
市

畳
組

合
 

4
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五
所
川
原
市
消
防
団
定

期
観
閲
式
 

5

堂
々
の
分
列
行
進
5
 

五
月
十
九
日
、
今
年
の
市
民
農
園
が

吹
畑
藤
巻
に
開
園
し
ま
し
た
。
 

七
十
区
画
に
分
け
ら
れ
た
同
農
園
は
、
 

申
し
込
み
の
あ
っ
た
市
民
に
毎
年
無
料

で
開
放
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
十

一
一
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

開
園
式
で
は
、
成
田
市
長
が

「自
然

に
親
し
み
農
作
業
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
出
来
秋
に
は
立
派
な
野
菜
が
食
卓

に
あ
が
り
な
ご
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
時

が
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ

の
後
、
参
加
者
は
、
く
わ
や
ス
コ
ッ
プ

を
手
に
し
て
、
市
か
ら
配
布
さ
れ
た
ト

マ
ト
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
苗
な
ど
を
て
い
ね

い
に
植
付
け
、
秋
の
収
穫
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。
 

五
月
十
一
日
、
五
所
川
原
農
林
高
等

学
校
林
業
科
の
生
徒
三
十
五
人
が
オ
ル

テ
ン
シ
ア
駐
車
場
周
辺
の
植
栽
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
 

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
奈
良
岡
隆
樹

教
諭
の
指
導
の
も
と
、
自
ら
育
て
た
ア

カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
苗
木
十
八
本
、
ナ
ナ
カ

マ
ド
苗
木
二
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。
 

同
校
は
、
昨
年
か
ら
オ
ル
テ
ン
シ
ア

の
植
栽
を
行
っ
て
お
り
、
生
徒
た
ち
は

支
柱
の
補
修
作
業
に
も
一
生
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 
 

花
三
百
本
の
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
す
。
 

五
月
九
日
、
市
畳
組
合

（木
村
栄
佐

夫
組
合
長
）
は
、
富
士
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
古
く
な
っ
た
畳
の
表
替

え
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
地
域
住

民
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
木
村
組

合
長
は
、
「来
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

実
施
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

五
月
七
日
、
平
成
十
三
年
度
五
所
川

原
市
消
防
団
定
期
観
閲
式
が
ェ
ル
ム
の

街
駐
車
場
に
お
い
て
行
わ
れ
、
団
員
六

百
三
十
人
、
消
防
車
両
四
十
九
台
が
参

加
し
、
日
頃
修
練
し
た
放
水
演
習
や
ポ

ン
プ
操
法
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
観
閲
者
の
成
田
市
長
、
木
村

知
事
ら
が
見
守
る
中
、
堂
々
の
分
列
行

進
や
特
別
参
加
の
市
内
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
行
進
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
 

「戸
締
り
用
心
火
の
用
心
」
 
の
掛
け声

が
あ
た
り
一
面
に
響
き
渡
る
と
観
客
か

ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 

ま
た
、
殉
職
消
防
団
員
に
対
す
る
黙
 

と
う
ゃ
一
糸
み
だ
れ
ぬ
見
事
な
ま
と
い
 

振
り
が
行
わ
れ
た
後
、
消
防
活
動
に
貢
 

献
し
た
優
良
分
団
、
永
年
勤
続
団
員
ら
 

を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

⑨
消
防
庁
長
官
賞
 

▼
永
年
勤
続
功
労
賞
 

分
団
長
 
伊
 
藤
 
準
 
一
 

⑥
青
森
県
知
事
表
彰
 

▼
永
年
勤
続
功
労
賞
 

新
谷
良
昭
、
福
士
則
夫
、
片
岡
義
勝
、
 

大
村
一
雄
、
佐
藤
昭
憲
、
工
藤
鉄
美
、
 

佐
藤
義
夫

（
敬
称
略）
 

市
民
健
康
サイ
ク
リ
ン
グを開
催
しま
す
 

実
行
委

員
会
事

務
局
 

容
（3
5)1
6
7
7
 三
国
 

●

7
月
1
日
回
 

市
民
体
育
館
前
 
8
時
集
合
 

◇
参
加
料
 

中
学
生
以
下
 

2
0
0
円
 

高
校
生
以
上
 

5
0
0
円
 

◇
コ
ー
ス
 
市
民
体
育
館
前
ー
十
 

川
自
転
車
道
ー
狼

野
長
根
公
園
 

（
昼食
）
ー
堺
野
沢
た
め
池

ー
 

市
民
体
育
館
前
（
解
散
）
 

◇
申
込
方
法
 
最
寄
り
の
自
転
車
 

店
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

五
月
十
三
日
、
し
き
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
住
民
協
議
会
環
境
部
会
は
、
地
域

の
環
境
美
化
を
目
的
に
、
し
き
し
ま
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
周
辺
の
花
壇
に

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
 

」
 

r
 

,
 



ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
会
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 

公
（
3
5)
6
3
3
6
 

男
女
雇
用
機
会
均
等
セ
ミ
ナ
ー
 

閣

2
1世
紀
職
業
財
団
青
森
事
務
所
 

四
 
0
1
7
(
m)
2
0
2
8
 

F
A
X
 
Ol
7
（
那
）
2
0
2
5
 

働
く
婦
人
の
家
生
活
講
座

受
講
生
募

集
 

ス
フ月
の
講
習
会
】
 

⑥
ね
ぷ
た
嚇
子
講
習
会
 

五
所
川
原
ね
ぷ
た
唯
子
保
存
会

事
務
局
小
田

桐
内
線

5
7
8
 

●

6
月
3
'
1
0'
1
7日
回
 

1
9時

、
2
0時
 

市
役
所
北
棟
5
階
 

●

7
月
1
0日
因
・
1
1ロ
困
 

9
時

、
1
7時
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 

◇
対
象
 
可
燃
性
ガ
ス
及
び
酸
素
を
用
 

い
て
行
う
金
属
の
溶
接
、
溶
断
ま
た
 

は
加
熱
の
業
務
 

◇
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
方
（
女
性
の
 

方
歓
迎
し
ま
す
）
 

◇
受
講
料
 
8
7
3
5
円
（
テ
キ
ス
ト
 

代
7
3
5
円
含
む
）
 

◇
申
込
先
及
ひ
締
切
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 

7
月
3
日
因

（
定員
8
0名
に
達
し
次
 

第
締
め
切
り
ま
す
）
 

※
出
稼
労
働
者
は
、
定
員
2
0名
ま
で
無
 

料
で
受
講
で
き
ま
す
の
で
、
五
所
川
 

原
公
共
職
業
安
定
所
窓
ロ
①
に
申
込
 

み
く
だ
さ
い
。
 

費

3
4)3
1
7
1
 内
線
1
1・
1
2
 

●

6
月
2
5日
の
 
1
3時
3
0分

、
 

青
森
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
2
階
 

芙
蓉
の
間
 

青
森
市
新
町
1
1
1
1
2
3
 

公
0
1
7
(
m)
10
1
1
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
内
容
 

①
講
演
 

「
ポ
ジテ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
 

企
業
に
元
気
を

！
・」
 

大
阪
府
立
大
学
経
済
学
部
教
授
 

冨
田
 
安

信
氏
 

②
説
明
 

「職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
向
け
て
」
 

青
森
労
働
局
雇
用
均
等
室
長
 

一
元木
 
賀
子
氏
 

働
く
婦
人
の
家
 

容
（
3
5)
8
8
9
8
 

【
気功
（
太
極
拳
）
教
室
】
 

●

6
月
8
日
国
、
7
月
1
3日
国
 

1
5時
3
0分

、
1
7時
3
0分
 

毎
週
金
曜
日
（
計
6
回
）
 

◇
講
師
 
石
岡
 
る
り
子
氏
 

公

（3
4)2
1
0
8
 

⑥
行
政

相
談
 

F
A
X
(3
4)
7
51
6
 

市
民
課
 
内
線
2
0
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
に
 

●
6
月
7
日
困

よ
り
、
「老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
 

1
0時
、
1
2時
 

「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。
 
●
6
月
2
1日
困
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
3時

、
1
5時
 

6
月
5
日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
員
 

6
月
2
2日
国
 
1
3時

、
1
4時
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

( ）内は、前年対比 

運転はゆったりハートにしっかりベルト 

	交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成 13年5月20日現在） 

青森県内 五所川原警察署管内 

発生 3,453 (+273) 157(+ 28) 

死者 30 （一 16) 2(+ 2) 

傷者 4, 371 (+390) 202(+ 48) 

ス
フ
月
の
相
談
日
】
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

⑨
税
金
の
相
談
日
 

税
務
課
 
内
線
4
2
1
 

相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●
6
月
6
日
困
 

1
0時
、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

青
森
分
室
相
談
官
 

⑥
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

●

6
月
1
2日
因
・
2
6日
因
 

1
0時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
員
 

◇
服
装
 
動
き
や
す
い
服
装
、
底
の
薄

い
ズ
ッ
ク
等
又
は
裸
足
 

※
内
臓
の
働
き
を
活
発
に
し
、
体
本
来

の
自
然
治
癒
力
を
引
き
出
し
ま
す
。
 

【
介
護技
術
講
座
】
 

●

6
月
2
1日
困
・
2
2日
国
 

1
3時

、
1
5時
 

◇
講
師
 
今
 
ま
り
子
氏
 

◇
服
装
 
動
き
や
す
い
服
装
、
ェ
プ
ロ
 

ン
 

※
在
宅
介
護
の
技
術
等
を
学
び
ま
す
。
 

デ
レ

ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
教
室
】
 

●

6
月
1
2・
2
6日
因
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

◇
講
師
 
土
井
 

悟
氏
 

◇
費
用
 
実
費
の
み
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

※
お
勤
め
帰
り
に
ど
う
ぞ
。
 

五
所
川
原
市
交
通安
全
対
策
協
議
会
 

五
 
所
 
川
 
原
 
警
 
察
 
署
 

毎
月
1
日
は
、県
民
交
通
安
全
の
日
 

5 平成13年 6 月 1日 	五所川原市役所 公35-2111 



介護保険標準負担額（食事代）1 日あたり 

一 	 般 780円 

①世帯全員が住民税非課税 500円 

②生活保護の受給者 

③住民税非課税世帯で老齢福祉

年金の受給者 

300円 

介護保険標準負担額減額認定申請のお知らせ 

※申請書は介護保険施設にも備え付けしており

ますのでご相談下さい。 

◇申請窓口 介護保険課⑨番 

◇持参するもの 

・介護保険被保険者証（介護保険資格者証） 

、・印 鑑 

・介護保険標準負担額減額認定証 

（平成13年 5 月31日まで減額認定されていた方のみ） 

平成13年 5 月31日で標準負担額減額認定証の有効期限が切れましたので 6 月 1日より下記①・

②・③に該当する場合は申請をして下さい。 

介護保険施設（介護老人福祉施設・介護老人保健施設・介護療養型医療施設）に入所（院）されて

いる方で①世帯全員が住民税非課税（平成13年度住民税）②生活保護の受給者③住民税非課税世帯

で老齢福祉年金の受給者は申請すると標準負担額（食事代）が減額される場合があります。 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 6 月 1日 6 

お問い合せ 介護保険課認定給付係 内線272・274 

身
体
障
害
者
の
 

無
料
巡
回
審
査
 

福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
課
福
祉
係
 

内
線

5
4
ー
 

◇
対
象
者
 

①
身
体
障
害
者
の手
帳
の
交
付
を
受
け
 

る
た
め
診
査
を
必
要
と
す
る
者
。
 

②
障
害
程
度
に
変
化
が
あ
り
、
等
級
の
 

変
更
を
必
要
と
す
る
者
。
 

③
補
装
具
の
交
付
、
再
交
付
又
は
修
理
 

を
必
要
と
す
る
者
。（
電動
車
椅
子

・
 

モ
ジ
ュ
ラ
ー
・
人
工
喉
頭
は
除
く
）
 

④
そ
の
他
、
身
体
障
害
者
で
、
生
活

・
 

医
療

・
施
設
入所
等
の
相
談
を
希
望
 

す
る
者
。
 

◇
診
査
科
目
及
び
日
程
、
場
所
 

⑨
聴
覚
障
害
 

6
月
1
4日
困
 
働
く
婦
人
の
家
 

＠
肢
体
不
自
由
 

7
月
1
1日
困
 
市
民
体
育
館
 

◇
受
付
時
間
 

各
科
と
も
8
時
4
5分

、
1
1時
ま
で
 

◇
診
査
及
び
相
談
時
間
 

9
時
3
0分

、
1
2時
ま
で
 

◇
注
意
す
る
こ
と
 
脳
卒
中
等
に
よ
る
 

障
害
の
者
は
、
発
病
後
3
カ
月
以
上
 

経
過
し
て
い
る
こ
と
。
 

◇
受
診
者
が
持
参
す
る
も
の
 

・

健
康
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
 

（
所持
者
の
み
）
 

・

印
鑑
 

水
道
は
豊
か
な
 

社
会
の
い

の
ち
づ
な
 

第
4
3回
 
水
道
週
間
 

6
月
1
日
岡
5
6
月
7
日
困
 

今
年
も
全
国
一
斉
に水
道
週
間
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
 

水
道
事
業
所
で
は
庁
舎
に
看
板
や
の

ぼ
り
を
立
て
、
限
り
あ
る
水
の
有
効
利

用
を
P
R
し
、
水
道
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
高
め
て
参
り
ま
す
。
 

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
 

図
書

館
 
公

（
3
4)
4
3
3
4
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
 
「五
所
川

原
お
は
な
し
ク
ぽ
ぽ
ん
た
）
」
 
によ
る

お
は
な
し
会
で
す
。
 

親
子
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

6
月
1
6日
田
 

1
4時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

図
書
館
2
階
 

◇
テ
ー
マ
 
「お
と
う
さ
ん
」
 

今
年
も
6
月
2
4日
の
運
行
に
向
け
て

企
画
・
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

市
の
『伝
統
あ
る
虫
お
く
り
』
山
車の

製
作
・運
行
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ー
 

当
研
究
会
の
『
山
車
』
は
ど
な
た
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
肌
で
体
験
 
 

し
な
が
ら
『
祭
り
』
を
一
緒
に
も
り
あ

げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
ー
 

当
日
は
、
お
み
や
げ
等
も
あ
り
ま
す

の
で
興
味
の
あ
る
『
あ
な
た

ー
』
ふ
る

っ
て
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

平
成
1
3年
度
危
険
物

取
扱
者
保
安
講
習
 

消
防
本
部
 
公
（
3
5)
2
0
1
9
 

内
線

2
5・
4
2
 

●

7
月
4
日
困
 
中
央
公
民
館
 

◇
種
別
 
給
油
取
扱
所
関
係
 

9
時
3
0分

、
1
2時
3
0分
 

一
般
取
扱所
関
係
 

1
4時

、
1
7時
 

◇
受
付
期
間
 

6
月
4
日
囲
、
6
月
2
0日
困
 

※
申
込
書
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

平
成
1
3年
度
危
険
物
安
全
週
間
 

ー
危
険

物
 
め
ざ

す
 

ゴ
ー
ル
は
無

災
害

5
 

6
月
1
日
回
か
ら
6
月
9
日
田
ま
で

の
期
間
、
危
険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油

等
）
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
蒙
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、「危
険
物
安
全
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

危
険
物
に
よ
る
火
災
や
、
油
漏
れ
等

の
事
故
の
原
因
は
、
そ
の
多
く
が
取
り

扱
っ
て
い
る
人
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

で
す
。
危
険
物
は
正
し
く
取
り
扱
い
、
 

事
故
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

や
 



I  
平成13年6月から所得制限限度額が大幅に引き上げられ支給対象が拡大されます。 

児童手当を現在受けていない方（新規） 

現在、児童手当を受けていない方でも前年の

所得が一定額未満の場合に対象となりますので

市民課で『認定請求』の手続きをしてください。 

（公務員の方は、勤務先へ） 

請求に必要な添付書類等 

●印 鑑 

●請求者名義の銀行名等及び口座番号 

（郵便局以外） 

●必要に応じて提出する書類があります。 

対象年‘ 
義務教育就学前 

~＊平成 7 年 4 月 2 日以後に生まれた児童 

手当月額 
I 	第 1 	第 2子 5,000円 

1 第 3 子以降 10,000円 

支払時期 I 

『児童手当現況届』の用紙を発送しましたの

で 6月29日金までに必ず提出してください。 

この届は、毎年 6 月 1日における状況を記載

し、弓は続き受ける要件があるかどうかを確認

するためのものです。 

なお、この届の提出がないと、 6 月分以降の

手当が受けられなくなりますので、ご注意くだ
さい。 

提出日程表 

提 出 地 	区 	別 

6月 4 日 ヒ和・長橋・三好地区 

6月 5日 毘沙門・飯詰・松島地区 

6月 6日 栄・梅沢・中川地区 

6月 7・ 8 日 上記以外の地区 

※指定日にこれない方は、 6 月11日～29日の間にお出で

ください。（土・日以外） 

〇詳しくは、市民課（児童手当担当）までお問い合わせください。  内線220・221 

オルテンシア6月の催物案内 
ふるさと交流圏民センター TEL33-21 11 

印鑑登録証明制度についてお知らせ 

市民課 内線202 

口
］
 
 

曜日 催 	 物 開演 入場料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
 
 

9
  

土
  

青森県立木造高等学校 
吹奏楽部 第18回定期演奏会 

17:00 前売 500円
当日 500円 

16 土
  

『第10回あおもり映画祭』 
協賛企画 

15:00 整 理 券 

22 金
  

青森県立板柳・鶴田・中里高等

学校芸術鑑賞 
13:00 関 係 者 

24 日
  

斎藤玲子 筆リサイタル 14:00 前売 3,800円
当日 4,00(〕円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

。
乙
 

土
  

青森県立五所川原高等学校
演劇部 第 4 回定期公演 

13:00 無 	料 

に
v
 
 

火
  

青森県青少年健全育成推進員研

修会 
14:00 関 係 者 

7
8
9
1
0
 

 

木
金
土
日
 

絵画展示会「新作版画展」 11:00 無 	料 

23 土
  

五所川原おやこ劇場 

第73回例会「おおまる企画」公演 
爆笑舞台『ほのぼのおじさんズ』 

19:00 会 員 券 

24 日
  

ピアノ発表会 
（長内・七戸 音楽教室） 

14:00 無 	料 

27 水
  

五所川原おやこ劇場 

第74回例会 劇団うりんこ公演 
『のはらひめ』 

―おひめさま城のひみっ― 

18:30 会 員 券 

30 土
  

T-SAKAZAKI BAND 
CONCERT in 2001 夏まっり 

18:30 前売 500円
当日 500円 

印鑑登録証明制度は、市民の利便性を図る

ことは勿論ですが、取引の安全性に寄与する

ことを目的として取扱いされております。 

市役所に印鑑（実印）を持参して登録を行

うと、印鑑登録証が発行されます。 

印鑑登録証明書は、その印鑑登録証により

交付され、不動産の登記、自動車の登録、公

正証書の作成等のほか、国民の権利義務の発

生及び変更等を行う行為に広く利用されてい

るとともに登録者の財産などにかかわる大変

重要なものです。 

＠次の印鑑は登録できません。 

1．氏、名以外の事項で表わしているもの 

2．職業、資格、その他氏名以外の事項を表 

しているもの 

3 ．印影が変形しやすいもの（ゴム印・プラ 

スチック印） 

4．印影の大きさが一辺の長さ 8 ミリメート 

ル以下又は25ミリメートル以上のもの 

5．印影が不鮮明で照合が困難なもの 

6．同一原版などによって量産された同形印 

（三文印） 

7 平成13年 6 月 1日 
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ね
ぷ
た
運
行
団
体
の
申
込
受
付
 

岡
五
所
川
原
市
観
光
協
会
 
福
士

公
 

（
3
8)
1
5
1
5
 

F
A
X
(3
8)
1
5
1
4
 

第
1
3回
市
民
陸
上
競
技

選
手

権

大
会
 

エ
藤
歯
科
医
院
 

公
（3
4)
8
8
8
3
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

参

加
者
募
集
 

五
所
川
原
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
 

理
事
長
 
新
出
 容
（3
4)
2
9
5
0
 

国
民
年
金
の
種
別
変
更

届
は
忘
れ
ず
に
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
5
2
1
3
 

就
職
し
た
と
き
や
退
職
し
た
と
き
、
 

社
会
保
険
な
ど
で
配
偶
者
の
被
扶
養
者

と
し
て
認
定
さ
れ国
民
年
金
の
種
別
が

変
わ
る
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
必
ず
種
別

変
更
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

特
に
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合の
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方

は
、
届
出
（
第3
号
被
保
険
者
該
当
届
）
を

す
れ
ば
保
険
料
納
付
済
期
間
と
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
届
出
の
遅
れ
が
2
年
を

過
ぎ
る
と
、
そ
の
期
間
は
保
険
料
未
納

期
間
と
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
 

手
続
き
の
際
は
、
年
金
係
⑧
番
の
窓

口
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。
 

8
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●

7
月
1
日
回
 
9
時

、
 

勤
労
青
少
年
セ
ンタ
ー
陸
上
競
技
場
 

（
飯詰
）
 

◇
種
目
 

o
小
学
生
・
中
学
生の
部
各
校
連
絡
済

〇
高
校
一
般
の
部
 

男
子
 
1
0
o
m

、
 

 
1
5
0
o
m

、
 

5
0
0
o
m、
4
×
1
0
0
 

m
R、
走
幅
跳
、
砲
丸
投
 

女
子
  
1
0
o
m、
8
0
o
m

、
1
 

5
0
o
m

、
4
×
1
0
o
m
 

R
、
走
幅
跳
、
砲
丸
投
 

◇
参
加
料
 
小
学
生
 

3
0
0円

中
学
生
以
上
 
5
0
0
円

◇
申
込
先
 
工
藤
歯
科
医
院
 

五
所
川
原
市
大
町
3
71
5
 

（五
所
川
原
駅
前
）
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
8
日
国
必
着
 

今
年
の
夏
ま
つ
り
「
五
所
川
原
立
侵

武
多
」
 
の
ねぷ
た
運
行
へ
参
加
す
る
団
 
 

小
学
生
対
象
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
）」
連
絡く
だ
 

さ
い
。
待
っ
て
ま
す
。
 

◇
夏
期
期
間
 

6
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
 

1
4時

、
1
7時
 

柳
沼
近
隣
公
園
（
み
ど
り
町
）
テ
ニ
 

ス
コ
ー
ト
に
て
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

巻
フ
ケ
ッ
ト
の
あ
る
方
は
持
参
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

弓
道
を
体
験
して
み
ま
せ
ん
か
 

五
所
川
原
弓
道
会
 

市
民
弓
道
教
室
（
前
期
）
 

ナ
リ
タ
印
店
（
新
町4
8)
 

公
（3
5)
1
0
8
3
 

中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
・
定
年
退

職
を
さ
れ
た
方
々
で
、
何
か
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
生
活
習
慣
病

が
気
に
な
っ
て
い
る
方
、
弓
道
で
快
い

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
弓
道
会
の

高
段
者
が
親
切
に
指
導
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。
 

●

6
月
1
9日
因
、
7
月
2
8日
田
 
 

毎
週
火

・
木

・
土
曜日
 

旧
三
道
会
館
 

1
9時
、
2
1時
 

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。
弓
具
は
備
え
 

付
け
の
も
の
有
り
。
後
期
の
弓
道
教
 

室
は
1
0月
を
予
定
。
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

レ
モ
ン
ズ
会
員
募
集
H
一
 

公
（3
5)
5
8
3
4
 
封
馬
 

日
頃
の
運
動
不
足
を
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

で
解
消
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
。
 

気
軽
に
見
学
に
き
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
練
習
日
 
毎
週
火
曜
日
 

1
0時
、
1
2時
 
日
立
体
育
館
 

五
所
川
原
市
国
際
交
流
 

市
民
の
会
 
定
例
総
会
 

費
・
献
（3
9)1
0
4
6
 古
川
 

国
際
交
流
が
、
幼
稚
園
や
小
学
校
の

教
育
に
ま
で
入
っ
て
き
て
い
る
今
日
、
 

外
国
人
と
気
軽
に
話
し
を
し
た
い
と
お

思
い
の
方
、
本
会
の
会
員
に
な
り
ま
せ

ん
か
。
当
日
は
講
演
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 ●

6
月
1
0日
回
 

1
0時

、
1
1時
3
0分
 

中
央
公
民
館
 

◇
年
会
費
 
1
0
0
0円
 

◇
講
演
 
1
0時
4
0分

、
 

ペ
イ
・
ゴ
ア
ド
ン
氏
（
中
国
国
  籍
、
 

青
森
中
央
学
院大
学
留
学
生
）
 

藻
川
小
学
校
が
創
立
 

5
0周
年
を
迎
え
ま
した
 

創
立
5
0周
年
記
念
実
行
委員
会

公
（3
6)
2
1
7
0

高
橋
 

藻
川
小
学
校
創
立
5
0周
年
記
念
式
血
（
 

を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
実
行
委

員
会
（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●

7
月
7
日
田
 

1
0時
、
式
典
 
1
2時
、
祝
賀
会
 

藻
川
小
学
校
体
育
館
 

ヘ
ル
シ
ー
松
田
の
 

パ
ン
ト
マ
イ
ム
教
室
 

五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
 

公
・
献
（
3
4)
2
1
7
0
 

体
や
顔
の
表
情
の
お
も
し
ろ
さ
を
生

か
し
た
ヘ
ル
シ
ー
松
田
の
パ
ン
ト
マ
イ

ム
は
、
国
立
劇
場
演
芸
場
花
形
演
芸
会

で
、
金
賞
を
受
賞
し
た
事
も
あ
る
本
物

の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
で
す
。
彼
の
コ
ミ
ッ

ク
マ
イ
ム
を
一
度
、
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
こ
の
機
会
に
、子
ど
も
と
一
緒

に
お
父
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

●

6
月
1
0日
回
 

1
3時

、
1
4時
 

中
央
公
民
館
 

◇
対
象
 
小
学
生
、
大
人
 

◇
参
加
費
 
5
0
0
円
 

（
保
険代
と
し
て
）
 

※
申
込
み
は
電
話
か
F
A
X
で
お
や
こ
 

劇
場
ま
で
。
 

難
る
伝
統
の

響
き
 

粛
藤
玲
子
リ
サ
イ
タ
ル
ク事
）
 

雪
炎
会
事
務
局
 

公
（3
4)
2
0
4
5
松
屋
 

2
0
0
0年
五
所
川
原
市
文
化
褒
賞

を
受
賞
し
た
斎
藤
玲
子
さ
ん
の
記
念
リ

サ
イ
タ
ル
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。
 

●

6
月
2
4日
回
 
開
演
1
4時
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

前
売
券
 
3
8
0
0円
（
当
日
4
0
 

0
0
円
）
タ
カ
ョ
楽
器店
 
松
屋
 

体
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
締
切
 
6
月
2
0日
困
 

.
 
r
 



【地区別日程】 

対 	象 	地 	区 ッべルクリン
反応検査 

BOG接種 

みどり町、飯詰、梅沢 7 月 4 日困 7 月 6 日岡 

松島地区、長橋、毘沙門、中川 7 月10日因 7 月12日困 

南小学区、三好、七和 7 月11日困 7 月13日岡 

五小学区、松島町 7 月16日（月） 7 月18日困 

栄 7 月25日困 7 月27日金 

、
 

4
0歳
以
上
の
皆
さ
ん
ヘ
 

ミ
ニ
ド
ッ
ク
（基
本
健
康
審
査
）
 

自
分
の
健
康
を
見
直
す
良
い
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
対
象
者
 
4
0歳
以
上
の
市
民
 

◇
受
診
方
法
 
実
施
医
療
機
関
窓
口
に

申
し
込
み
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
料
金
 
5
0
0
円

（7
0歳
以
上
の
方
、
 

市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
は
無
料
で
す
）
 

◇
実
施
医
療
機
関
 

駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
江
渡
内
科
医
院
、
 

か
ね
ひ
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
川
崎
胃
腸

科
内
科
医
院
、
木
村
内
科
医
院
、
櫛

引
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
健
生
五
所
川
原
診

療
所
、
佐
藤
仁
外
科
胃
腸
科
医
院
、
 

佐
藤
内
科
小
児
科
医
院
、
清
水
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
白
戸
胃
腸
科
外
科
医
院
、
 

す
わ
胃
腸
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
西

北
中
央
病
院
、
瀬
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
そ
う
ま
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
 

田
辺
胃
腸
科
外
科
医
院
、
対
馬
小
児

科
医
院
、
つ
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
て

ら
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
冨
田
胃
腸
科
内

科
医
院
、
都
谷
森
小
児
科
医
院
、
中

村
整
形
外
科
医
院
、
中
村
内
科
医
院
、
 

永
田
小
児
科
内
科
医
院
、
白
生
会
胃

腸
病
院
、
増
田
病
院
、
三
好
診
療
所
、
 

森
内
科
小
児
科
医
院
 

（ア
イ
ウ
ェ
ォ
順
）
 

3
0歳
以
上
の
女
性
の
皆
さ
ん
へ

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
 

◇
対
象
者
 
3
0歳
以
上
の
女
州
市
民

◇
受
診
方
法
 
実
施
医
療
機
関
窓
口
に

申
し
込
み
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
な
お
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
の
い
ず

れ
か
単
独
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
 

◇
料
金
 
5
0
0
円

（7
0歳
以
上
の
方
、
 

市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
は
無
料
で
す
）
 

子
宮
が
ん
検
診
 

頚
部
細
胞
診
 
国
保
 

5
0
0
円
 

社
保
  
1
2
0
0円

頚
部
＋
体
部
細
胞
診
 

国
保
 

5
0
0円
 

社
保
  
1
3
0
0
円
 

乳
が
ん
検
診
 

視
、

触
診
 
国

保
  

6
0
0
円
 

社
保
 

6
0
0
円
 

◇
実
施
医
療
機
関
 
安
斎
レ
デ
ィ
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
白
生
会
胃
腸
病
院

月
・
水

（
火
・
木
は
午
前
中
）
 

※
実
施
期
間
と
持
参
す
る
も
の
は
、
ミ

ニ
ド
ッ
ク
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
と
も
に
同
じ
で
す
。
 

●

実
施
期
間
 
4
月
1
日
、
翌
年
3
月
 

3
1日
に
1
回
。
（
市
民
総
合健
診
で

基
本
健
康
診
査
、
子
宮
・
乳
が
ん
検

診
を
受
け
る
方
は
、
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。）
 

●

持
参
す
る
も
の
 
健
康
保
険
証
、
健

康
手
帳

（
お
持
ちの
方
）
 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

・
 

B
C
G
（結
核
）
 

予
防
接
種
を
お
こ
な
い
ま
す
 

結
核
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
も
問
題
と
な
る
感
染
症
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

無
防
備
の
状
態
に
あ
る
乳
幼
児
は
、
 

感
染
症
に
よ
り
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
 

ぜ
ひ
、
予
防
接
種
を
う
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
 

◇
対
象
 

生
後
3
ケ
月
、
4
8ケ
月
の
乳
幼
児

※
た
だ
し
、
今
ま
で
に
B
c
G
接
種
を

う
け
た
乳
幼
児
は
除
き
ま
す
。
 

◇
場
所
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
受
付
時
間
 

1
2時
3
0分

、
1
2時
4
5分
 

◇
注
意
事
項
 

①
発
熱
な
ど
体
調
の
悪
い
お
子
さ
ん
、
 

他
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
お
子

さ
ん
は
接
種
間
隔
に
つ
い
て
、
か
か

り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
ご
相
談
し

て
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

②
母
子
手
帳
と
予
診
票

（
ッ
反
は白
色
、
 

B
c
Gは
青
色
）
を
記
入
し
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
 

③
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
 

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
 

の
早
期
駆
除
に
つ
い
て
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
3
ー
 

今
年
も
新
緑
の
季
節
を
迎
え
、
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
毛
虫
）
の
発
生
が

確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
土
地
所
有
者

の
方
は
、
責
任
を
持
っ
て
定
期
的
に
庭

木
や
防
風
林
の
見
回
り
、
早
期
駆
除
に

ご
協
力
下
さ
い
。
ま
た
、
放
置
す
る
と

被
害
範
囲
が
拡
大
し
薬
剤
散
布
の
範
囲

も
増
え
る
ほ
か
、
近
隣
ま
で
迷
惑
を
か
 
 

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
見
か
け

た
際
は
お
互
い
に
駆
除
を
呼
び
か
け
ま

し
ょ
う
。
 

1
、
見
つ
け
方
 

発
生
当
初
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

は
ク
モ
の
巣
状
態
（
巣
綱
）
で
そ
の
中

に
群
れ
を
な
し
て
い
ま
す
の
で
、
木
に

巣
綱
が
か
か
っ
て
な
い
か
見
回
っ
て
く

だ
さ
い
。
幼
虫
は
大
き
く
な
る
と
、
白

い
毛
に
覆
わ
れ
た
毛
虫
と
な
り
、
あ
ち

こ
ち
動
き
回
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

2
、
駆
除
の
し
か
た
 

①
枝
に
ク
モ
の
巣
状
態
で
群
棲
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
、
枝
ご

と
切
り
取
り
踏
み
潰
し
駆
除
す
る
。
 

あ
る
い
は
竹
竿
の
先
に
油
を
し
み
こ

ま
せ
た
布
に
火
を
付
け
て
巣
綱
ご
と

焼
却
す
る
。
（
た
だ
し
、火
気
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。）
 

②
薬
剤
に
よ
り
駆
除
す
る
場
合
は
高
圧

噴
霧
器
等
を
使
用
し
、
巣
綱
の
中
ま

で
薬
剤
が
届
く
よ
う
に
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。
通
常
の
噴
霧
で
は
中
に
届

か
ず
、
効
果
は
見
込
め
ま
せ
ん
。
 

注
私
有
地
は
自
己
責
任
で
“
【
 

市
施
設
や
官
地
の
樹
木

・
街
路
樹
等

に
つ
い
て
は
市
で
駆
除
を
行
い
ま
す
が
、
 

私
有
地
に
つ
い
て
は
自
己
責
任
で
駆
除

す
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
よ
り
お
知
ら
せ
で
す
 

内
線
2
3
4
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健 康 相 談 イ ス 鮫 子 

あなたも 
作ってみませんか 

はつらつ女性課 内線234・236 

.  
料理紹介 

. 

フーーマ 

コ：ーコ・ 	f=I, 
クッキング① 
一冷ご飯を使って― 

五所川原市食生活改善推進員会  

	 -U 

0〇の〇 
今年度から市では、少子化対策の一環として、次代

を担う子どもの出産を祝い、健やかな子どもの育成を

願い「子宝祝金」を支給いたします。 

◆支給要件 五所川原市に引き

続き1年以上居住している人

又は居住すると認められる人
が出産した時 

◆支給金額 

―子につき 2O, 000円 

◆支給対象 平成13年度1月1 
日以降出産した人 

※6月1日からはつらつ女性課 
及び支所で受付します。 

（印鑑、母子手帳を持参すること） 
相馬佐保ちゃん（下平井町） 

5 月16日生 

材 料（4人分） 

冷ご飯 	600g 	キャベツ 	1 枚 

にら 	 1/2束 鮫子の皮 	1袋 

万能ねぎ 	40g 	油 	大さじ 1 
豚赤身挽肉 	1 20g パセリ 	適宜 

／卵 
	

V2個 

A 生萎汁・しょうゆ・・・各小さじ 1 
＼中華風調味料 	 少々 

各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容・・・病気の相談、心の相談、血圧測定など保健 

婦が相談に応じます。 

◆持参するもの…健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

旭町集会所 6 月11日Ui) 10 : 30-12 :00 

成人の相談日 
健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の相

談等にも応じます。 

開催場所 開催月日 開 催 時 間 

働く婦人の家 
保健センター 

6 月13日困 
10: 00
13 : 0O 

-12 :00 
-15 : 00 

みんなの健康教室 
◆日 時… 6 月22日金 13時～14時まで 

◆場 所…保健センタ1 3階ホール 

◆テーマ…『ハーイ、アーンして』 一口の中から何が 

わかる？- 

◆講 師…小友 勇人先生（おとも小児科内科クリニ 

ソク） 

◆主 催…北五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のご案内 
期 日 時 間 場 	 所 

6月12日因 10 :00 --16:00 
市役所おまっり広場 
協賛】東日流ライオンズクラブ 

エネルギ- 422k』l たんぱく質 14. 7g 
脂 	質 6. 2g 塩 分 0. 4 g 

作り方 

①にら、キャベツ、ねぎはみじん切りにし、軽く汁気
をきる。 

②冷ご飯、挽肉、①とAをよく混ぜ合わせ、等分する。 

③鮫子の皮で②をつつみ、少量の油で蒸し焼きする。 

令ご飯やちょっと古くなったご飯い
料理の工夫でとてもおいしく頂け
ます。地物野菜がおいしくなりま
した。とれたて野菜を混ぜ込ん 

×で旬の味覚を楽しみましよう。 ノ 三轟散子会長 

‘医編園 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

6 月 3 日 日
  

駅前クリニック 
原
 
市
 

五
大
 
所
町
 

 

38-5100 

6月10日 日
  

三上眼科医院 
五所川原市

旭町59 
35-2577 

6月17日 口
］
  

桂整形外科医院 
五所川原市
弥生町16-1 

34-3737 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2．その他、消防署（救急医院案内廿34-4999）で紹介します 

はつらつ女性課 内線237 

三轟 苗文子会長 
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